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【足立区地域自立支援協議会こども部会】会議概要(案) 

会 議 名 令和６年度 【第２回足立区地域自立支援協議会こども部会】 

事 務 局 福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和６年１０月３日（木） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後４時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター ５階 ホール 

出 席 者 

小谷 博子部会長 榮 幸世委員 小長井 亜希子委員 相澤 政子委員  

寺山 早苗委員 相澤 まり子委員 川松 佳緒里委員 古里 宏子委員   

河野 正恵委員 石原 雅子委員 山本 克広委員 佐野 絋己オブザー

バー（うめだ・あけぼの学園副園長）傳野 千世オブザーバー（東部保

健センター） 

欠 席 者 酒井康年委員 神保義博委員 池村愛委員 辰田雄一委員 

会 議 次 第 
１ 開会 

（１）障がい福祉センター所長挨拶 

（２）委員紹介 

（３）事務局紹介 

（４）経過報告 

２ 議事 

（１）部会長挨拶 

（２）今年度の課題について 

（３）協議 

（４）事務連絡 

３ 閉会 

 

資 料 

１ こども部会次第 

２ ペアレントメンターのチラシ 

３ 東京未来大学のパンフレット等 

 

そ の 他 

公開状況：公開 

傍聴：０名 

 

 

 

 

 

 

 

様式第１号（第３条関係） 
【公 開 用】 



2 

 

 

１ 開会 

【司会】 

今回は小谷部会長が准教授をつとめてい

らっしゃる東京未来大学で開催ということ

で、施設見学の対応および協議会場をご用

意していただきありがとうございます。 

只今より令和６年度第２回足立区地域自

立支援協議会こども部会を始めさせていた

だきたいと思います。 

毎回のお願いでありますが、この自立支

援協議会こども部会は、発言や会議内容を

録音させていただいています。内容につき

ましては、後日会議録という形で皆様にも

お諮りしたうえでホームページの方に掲載

させていただきます。 

では、協議に先立ちまして障がい福祉セ

ンター所長の山本より、ご挨拶させていた

だきます。 

【山本委員】 

みなさまこんにちは。障がい福祉センタ

ーあしすと所長の山本でございます。 

猛暑は過ぎましたが、今日のように少し

暑い日とか、涼しい日が繰り返しています

ので、体調管理には十分配慮されていると

は思いますが、そのような中、こども部会

に参加していただきましてありがとうござ

います。また小谷部会長には、このように

会場をご用意いただき、また見学会も実施

していただきまして、まことにありがとう

ございました。この東京未来大学は２０世

紀のころは、足立区立第二中で、金八先生

のドラマの舞台になりました。毎回ではあ

りませんが、ほとんどが第二中を使って桜

中学の収録をしていました。その名残がま

だこの建物にはあるということでございま

す。建物をきれいにして外側には柱のよう

な耐震補強の壁をつけて、デザイン性も高

いため完成当時は相当話題になったもので

す。 

前回６月の時はいろいろと情報共有や連

携についてお話しいただきましたが、本日

も障がい児支援についての話し合いをよろ

しくお願いいたします。 

最後にこの場をお借りして告知させてい

ただきます。１０月５日に小菅拘置所のと

ころで矯正展があり、そこで障がい者団体

Ａふらんきによる出店があります。同じく

Ａふらんきが、１週間後の１０月１２・１

３日に荒川河川敷、虹の広場でＡフェスタ

がありまして、そちらでも出店させていた

だきますので、もしお時間がありました

ら、行っていただけたらと思います。 

では、本日もどうぞよろしくお願いいた

します。 

【司会】 

ありがとうございました。それでは本日

の配布資料について確認をいたします。 

まず事務局からは、本日第二回こども部

会の次第、Ａ4の用紙 1枚のものを配付し

ています。 

ペアレントメンターの方から今年度のチ

ラシ、現在新しいものを用意していらっし

ゃるところですが、こども支援センターげ

んきの地に移って活動を始めているという

ご案内が 1枚です。 

小谷先生の方から未来大学の案内につい

ての冊子とオープンキャンパスのご案内 

それから大学のご案内が配付されておりま

す。 

先日この会場で行われた日本小児リハビ

リテーション医学会の学術集会の冊子も配

様式第２号（第３条関係） 



3 

 

付しています。今回小谷先生の企画で足立

区長も参加してシンポジウムが開かれまし

た。その様子なども、ぜひご参照していた

だきたいと思います。 

まだ暑い日が続きますので水分補給に気

をつけながら、ご参加いただきたいと思い

ます。 

なお本日ですけれども、足立児童相談所

の辰田所長、それから千住桜小の池村先

生、こども支援センターげんきの委員につ

きましては、公務等のご都合で欠席という

ことになっております。また、うめだあけ

ぼの学園も委員の酒井先生がご欠席という

ことで、オブザーバーとして同じうめだあ

けぼの学園の佐野様に来ていただいており

ますのでよろしくお願いいたします。 

では早速ですが、小谷先生よろしくお願

いいたします。 

【小谷部会長】 

まずは皆さま、本日は東京未来大学にお

越しいただきまして、誠にありがとうござ

います。見学会に時間がかかり、議事を開

始する時間が遅くなってしまい、申し訳ご

ざいませんでした。 

今回ご覧いただいた通り、東京未来大学

は元々中学校だったところにできた大学で

すので、いろいろなものがコンパクトにギ

ューッと詰まった大学です。大学によって

はキャンパスが広くて移動が１０分もかか

ってしまう場合もありますが、とても小さ

な大学ですので教員としては１０分休み中

にいろいろ回れるため、とても便利な大学

です。コンパクトでやりやすいなあと思っ

て授業をしております。いろいろな学生た

ちをご紹介しましたが 割と人懐っこい学

生が多いなあと感じていただけたのではな

いかと思っています。 

今日は皆さんに、ぜひ率直なご意見やご

感想を聞かせていただけたら良いなと思っ

ています。 

前半は、大学を見学した感想なども是非

聞きたいなと思っていますが、どうでしょ

うか？保護者の方として、実際に回ってみ

ていかがですか。車いすを利用している学

生もいます。 

【小長井委員】 

今日はとても楽しみにしてきました。う

ちの子は車いすで移動していますが、明る

いし、いいなという感想を持ちました。と

ころどころ段差があったりしたので、誰か

の手を借りないとだめなのかなと思いまし

た。 

ヘルパーさんをつけてというのは、ちょ

っとルール的にはダメなのかもしれないけ

れど、一人で通うとどんな感じなのかな？

と想像しながら見学しました。でも本当に

通わせてあげたいなと思うくらいでした。 

【小谷部会長】 

ありがとうございました。 

【古里委員】 

自分の学生時代を思い出しながら見てい

ました。先生がすごく手厚い。私たちのこ

ろは放っておかれた感がありました。それ

が普通だったけれども、お話を聞いている

と、入学前からちゃんと担任がいて安心で

す。 

やはり小学校や中学校を回っていると 

発達障がいのある方がいて、生活そのもの

に大変さをお持ちでも、能力があったりす

るので、すごくいいことだなって思いまし

た。 
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【小谷部会長】 

今日初めていらしていただいた東部保健

センター傅野さんいかがですか。 

【傅野オブザーバー】 

はじめて参加させていただきます。あり

がとうございました。入ってきたら学生の

方がすごく活き活きと挨拶してくれまし

た。先ほどパンフレットを見せていただき

ましたが、やはり大学って、入ったけど自

分が思い描いてきたことと違うなと感じた

り、入ってやはり難しいなと思ったりする

学生もいると思います。挫折したり、退学

したりする方、またお休みされる方もいら

っしゃって、保健センターにもうまくいか

なくって引きこもりになって相談にくる方

もいます。大学という空間の中で、先生と

学生の距離が近いといった点では、すごく

いいなという風に感じたところです。 

その方たちが、実際に学生時代は何とか

やれていても、就職してから、社会って厳

しいところもありますし、お仕事だからお

金をもらうということで、自主的にやらな

ければいけないということもありますの

で、なかなか厳しいところもあるのではな

いかっていう風に思ったところです。 

未来大学は、ゼミの方も手厚いというこ

とをお聞きしました。他大学では、ゼミが

人間関係でつまずくきっかけになったりし

ているので、ゼミのことや、今後就職した

ことを考えると、意外と保健センターにつ

ながるケースがあると感じたところです。 

【小谷部会長】 

ここまでのお話し含めて、足立区との今

までの経緯と大学誘致のところからお話を

させていただくと、今このように大学があ

るということにはやはり十何年以上かかっ

ています。最初、通信制大学を作る予定だ

ったのが、足立区がここに大学を誘致する

となったときに、うちの大学も通学課程を

急遽設置するということになったと聞いて

います。 

本学は、地域につながりたい、頑張りた

いみたいな学生たちを引き上げて、大学卒

業まで指導していくっていうところなの

で、だいぶスタンスが他の大学とは違うと

思います。 

学生にとっては、大学が久しぶりの集団

生活という子もいないわけではありませ

ん。小中学校はずっと不登校で高校は通信

制の学校で、大学に入って初めて社会に出

るという学生もいないわけではないです。

こども心理学部だからそのような学生が集

まるということはありまして、こども時代

の心理を学びたいという学生、特に不登校

で、自分で生きづらさを感じていたとか、

自分が虐待を受けていたというケースもあ

ります。学生自身がどうしてこうなったの

か、今の自分の性格はどうしてこうなった

のかということを知りたいと思って、学生

が社会に出る前に最後の砦として未来大に

入学するという感じがしています。 

はじめはあいさつもできない学生が多く

いますが、入学時にスタートアップセミナ

ーという研修を行うことで、挨拶の仕方や

角度、電話のかけ方などを、２日間徹底的

に指導します。登校のときには、門のとこ

ろで、キャンパスアドバイザーが毎朝４〜

６人くらい立って、学生たちに挨拶してい

ます。そして授業ごとに開始時と終了時に

全員が立って教員にあいさつをします。学

生を徹底的に指導していますので、校内に

来客の方がお見えになると自然と挨拶がで
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きようになるのです。就職まではきちんと

指導し、問題があれば大学教員とＥＭ室の

キャンパスアドバイザーで情報共有してい

ます。 

先生と学生の距離が近いですし、卒業し

てからも学生たちは大学に遊びに来たいよ

うです。今週も卒業生が研究室に来るので

すが、今でもとても仲良しです。私から見

ますと、大学に来て自然と心を開けるよう

になっていることをすごく感じます。心理

学部で心理を学んでいるからこそ、なぜ親

が自分にそういう風に言ったのかとか、発

達障がいがどういうものなのかとか、親が

虐待する要因はなんなのかなどを、客観的

にみて、「あ！ だから自分はこういう性

格なのか」っていうのを、理解する４年間

なのかなと私は思っています。いろいろな

所と連携させていただいていくことで学生

たちは様々な経験をさせていただいていま

す。これは足立区でなければできなかった

ことです。足立区には多くの大学があるの

で、すごく恵まれているなという風に思っ

ています。 

【相澤政子委員】 

教室も明るくて、子どもたちも本当に活

き活きしていたし、最初に就職窓口に入っ

てしまったのですが、「どうぞどうぞ」

「お時間まだあるようでしたらここでどう

ぞ」と言われ、すごく感じの良いところだ

なと思いました。ここが子どもたちの最後

の砦だと、その先生の言葉が胸に響いて、

すごくよかったと思いました。 

行けない子とか、人と交われない子で

も、ここに来たら本当に幸せだなと思いま

した。たまたま今一緒に働いている先生が

未来大学出身です。未来大学に研修に行く

と言ったら、「母校です」と言っていまし

た。どこかでつながっているなと思いまし

たし、こんな大学があるというのをどんど

ん発信した方が良いと思いました。 

【寺山委員】 

見学はしていませんが、非常に実は興味

があります。今回は申し込んでいましたが

来られませんでした。東京未来大学の学生

さんたちがうちの幼稚園に教育実習にみえ

ます。実習するのがとても困難な方もいま

すが、そこを先生方がすごくフォローして

くださっていました。先生方が研究でなく

学生さんたちの教育に力を入れていると聞

いて、そういうことだとわかりました。そ

ういうところが先生の育成には必要で、頭

がいいから、点数が取れたからということ

ではなく、人間形成をしてあげなければい

けない。門戸が広いというか通信など、い

ろいろな形で入学できるし、少しでも先生

になりたいっていう人をサポートしてくれ

たのが素晴らしいなと思いました。 

あと建物自体ですが、本当に金八先生の

中学校という形で、私どもの幼稚園も建て

替えなどするのですが、建物も耐震化な

ど、アップデートしなければならない。何

でも崩して建て替えるという意識となりが

ちですが、既存のものを使って工夫してい

けば使っていけるということを目の当たり

にして、私は感動しました。 

【小谷部会長】 

ドアとかがすごく重いけどずっと使って

いますね。冬は寒いですね。 

【佐野オブザーバー】 

見学には参加できませんでしたけど、学

生さんたちと先生方のつながりのお話を聞
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かせていただいてありがとうございまし

た。 

【相澤まり子委員】 

実は何回かこちらにお邪魔させていただ

いています。前回見られなかった細かいと

ころを見せていただきました。小谷ゼミの

学生さんとコラボして、いろんなことをや

らせていただいています。偏差値だけでは

なく子どもに寄り添う大学であるというこ

とがわかりました。なんか先生の熱が感じ

られます。 

【小谷部会長】 

求められているのは、就職活動の時にち

ゃんと自信をもって自分をアピールする力

です。それは偏差値では測れないもので

す。  

プレゼン大会とか、人前で話す練習を積

み重ねていっていますので、４年生になっ

て就職活動をするときには出来上がってい

ます。 

他の大学では科目には入れないと思いま

すが、それはとても大事です。日頃の活動

から、これをやりましたということを一人

一人が話せるようにするということは、結

構手厚くやらないと、出来る学生ばかりで

はありません。自分で初めてパソコンを使

わなくてはいけないので、丁寧に指導して

いかなければと思います。 

【河野委員】 

学生たちが活き活きしていて、活気もあ

るしすごくいいなと思いました。建物もそ

のままというか、あまり壊さずに使ってい

るところが良いと思いました。 

 

 

 

【小谷部会長】 

ありがとうございます。うめだあけぼの

学園からも来ていただいています。いかが

でしたか。 

【佐野オブザーバー】 

初めて来て、この駅自体が初めてだった

ので、景色があまりにも素敵で、すごいと

ころだなと思いました。こういう大学とい

うのは初めてで、小さい敷地の中にこれだ

けの機能が入るというのは、すごいと思い

ました。 

【栄委員】 

食事から参加しました。懐かしかったで

す。学生時代を思い出しました。食事の途

中に授業が終わったようで、学生たちがい

っぱい入って来ました。決してうるさくは

ない。職員さんもすごく若い方が多く学生

たちも相談しやすいのではないかと思いま

した。こちらの大学は通学で入っても、も

し通えなくても通信に行けるなど、分岐が

たくさんあり、行く子が安心かなと思いま

した。 

【小谷部会長】 

結局、通学課程も通信過程も教えている

教員が同じなので、「この学生通信課程に

移ったのだな」とか、そういうつながりが

通信課程に行ってもあります。事務も共有

しています。 

【栄委員】 

校舎内は机とイスがたくさんあったので

お気に入りの場所ができるのではないかと

思いました。自分が大学に通っていた時

は、山の上で広かったですが、そんなに机

とイスがなかったです。 
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【小谷部会長】 

通信課程は学費の方もかなり抑えていま

す。とにかく安く設定して、通信課程は驚

くほどに安いです。通学課程があるから回

せているという、教科書代とかを入れなけ

れば年間２０万円くらいで通えるのではな

いかと思います。通信課程の学生さんでも

通学課程と同じように図書館をはじめ多く

の施設が使えるのです。教員の私も最初は

そのことに驚きました。教室については、

月曜から金曜を通学課程で使って、土日で

通信課程のスクーリング授業に使って、夏

休みは両課程でフルに校舎を使っていま

す。次に川松さんいかがですか。 

【川松委員】 

私、今日午前に会議があって、お昼を食

べて来られなかったのですが、学生さんに

「どこか食べる売店ありますか」という

と、すごく丁寧に教えてくださいました。

電車から大学は見えますが、どうやって行

くかはわかっていませんでした。ちょうど

学生さんが降りる電車に乗っていたので、

みんなと一緒に来ました。私に気づくと誘

導してくれるような学生さんがいて、すご

くいい子たちだなと思いました。見かけ狭

いかなと思いましたがキャンパスっぽく

て、1人１台のピアノも見せてもらいまし

た。ちょっとしたイスのあるスペースや過

ごしやすそうな場所がいっぱいあって、本

当にキャンパスライフを楽しめるなと思い

ました。普段ペアレントメンターとして活

動しているので、大学に入ったのはいいけ

ど心配ですとか、将来の不安がある人に、

もしかするとこんな大学があるということ

を、今日は詳しくお話を聞くことができた

ので、今後伝えていけたらいいなと思いま

した。すごく未来のある学生さんたちが熱

心に学んでいるのがすごくいいなと思いま

した。 

【小谷部会長】 

学びはやめたくないけど精神的な問題で

継続できないという学生もいます。だから

こそこども心理学部で学びたいということ

があるのだと思います。 

先月開催した小児リハ学会の時に電機大

の学生にも手伝ってもらったのですが、電

機大の学生が参加者の保育をし、未来大の

学生たちが工作のところの担当をしまし

た。それぞれの大学が得意分野をちょっと

変えてみて、２つの大学の学生同士が連携

をし始めています。今後足立区に６大学が

あるので連携ができたらよいのかなと思っ

ています。大学が近くにあるということは

とても大事だと思っていて、特にパニック

障害などで電車に乗れなくなってしまう学

生には、歩いて来られる距離だといいのに

と思います。近くに大学がいくつもあって

自分で大学を選べるということは、とても

大事だと思っています。６つもあればさす

がに自分にあった大学が、１つくらいはあ

るのではないかとか思ったりします。 

【石原委員】 

いつもお世話になっております。ありが

とうございます。わたしは未来大学で幼稚

園教諭更新の時に３日間通って授業を受け

ました。大学で挨拶の仕方とか電話のかけ

方とかを学んでいること、それは社会に出

てすぐに必要なことです。挨拶ができない

と次のコミュニケーションが取れないし、

さわやかに明るく挨拶してくれることを、

私たちは職場でも求めているので、学生に

寄り添うというか、社会に出てもすぐに役
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立つというか、人間の基本というか、そう

いうところを寄り添って教育してくれてい

る。学生にもよく学んでいるなという姿勢

を感じます。子どもたちのためにいろいろ

なことをやってくれていて、どうぞいらし

てくださいというチラシもいただいていま

すので、とてもありがたいなと思います。 

【小谷部会長】 

地域の皆様に学生たちが大事にしていた

だけているということに感謝しています。 

学会を開催したときは学生たちが１００

人くらい手伝ってくれました。新しいこと

を経験したいという学生が育っているのが

よかったと思っています。お金ではなく、

地域の子どもたちが参加するのであればや

りたいという思いで参加してくれていま

す。 

今回の学会では、こども家庭庁からも課

長さんに来ていただきました。 

パンフレットを見ていただきたいのです

が、私が会長になったのは、理事長の小﨑

慶介先生が私の研究室の先輩だったからで

す。未来大を貸してくれないかと言われ

て、未来大を会場にし、大会長が回ってき

たという感じです。 

こども家庭庁からも子どもの育ちについ

てインクルージョンの推進ということで、

栗原課長さん自身、元厚生労働省にいた方

です。直近は障害児支援を担当されてお

り、今回、保育課に異動され、保育園と児

童発達支援が一つ屋根の下で実施され、定

型発達児と障がい児が一緒になったインク

ルーシブ保育を推奨していくといった国の

方針が出されたお話がありました。 

次に特別講演ですが、人工内耳を作った

東大の伊福部先生、さらに、日本のてんか

んのトップである東北大の中里先生も来て

くださっていました。特別支援学校には、

てんかんのお子さんも多いので参考になっ

たのではないかと思います。国立成育医療

センターの掛江先生は小児患者の成人移行

についてお話しくださいました。 

足立区の近藤区長にもご登壇いただきま

した。私は、区長にたくさんお話ししてい

ただきたいと思っていましたが、コメンテ

ーター的な位置づけでお話ししていただき

ました。 

本学会の理事で国立障害者リハビリテー

ションセンターの芳賀総長、本学の出口保

行副学長、うめだ・あけぼの学園の酒井園

長にもご登壇いただきました。高祖先生も

虐待の防止ということでご講演をいただ

き、ファシリテーターとして間を取り持っ

てもらいました。私は大会長というのは名

ばかりで、常に会場内を動き回っていて、

ファシリテーターをすることができなかっ

たので、区長のお話等を引き出していただ

きました。 

区長には「足立区はすごいぞ」というこ

とをどんどんアピールいただければと思っ

ていたのですが、最後には、「足立区に保

育園がありますし、障がいのある子どもが

大人になってからも安心して、取り残さな

いで生きていくためには小さい頃の関わり

も大切だね」と言う話もありました。 

一つ目のシンポジウムででは、親しくし

ている東京電機大学の方から大西先生・荒

船先生、杏林大学の磯山先生に来ていただ

きました。医療的ケア児の中心的な先生で

ある埼玉医大の奈倉先生、薬学から愛知学

院大から鬼頭先生にいらしていただきまし

た。 
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二つ目のシンポジウムでは、インクルー

シブ教育というところで、障がいのある子

どもたちも一緒に学ぶということが、当た

り前の世界になるようにというところを佐

賀大学の浅見教授からお話がありました。

北千住にもあるどろんこ保育園の理事長で

ある安永先生には、保育園と児童発達支援

の併設園のお話がありました。 

都立花畑学園からは、現在の校長である

永島先生にも花畑学園の現状についてお話

をうかがいました。 

超重症心身障がい児の保護者である水永

さんには、ICTなどを活用しながら大阪府

の普通学級に通わせている様子を講演して

いただきました。本学の高橋は、元々中学

の教員であり、障がいのある子が普通校に

通うことの大切さについて語りました。 

３つ目のシンポジウムでは、パラスポー

ツということで、東京未来大学の藤後がお

話しさせていただいています。彼女は、足

立区の区民評価委員の委員長をしていま

す。 

堀江校長は、現都立鹿本学園の校長です

が都立花畑学園の時の話を中心にお話をい

ただきました。東大リハビリテーション科

医の藤原准教授からは四肢の欠損の子たち

についての話があり、ハビリスジャパンに

所属する四肢欠損のお子さんたちの演奏会

が開催されました。東京ベルディの中村コ

ーチには、講演だけでなく、パラスポーツ

の体験会もやっていただきました。委員の

相澤さんが、花畑の子どもたちをたくさん

連れてきてくださって、前花畑学園校長の

堀江校長がとても喜んでいたことが印象的

でした。 

今回、学生セッションも二つ設け、若手

の研究者として電機大と東大の学生に話を

してもらいました。ちなみに、電大と本学

の学生は、ハッカソンということで一緒に

ものづくりをしています。 

二つ目の学生セッションでは本学の学生

が４名登壇しています。1人目の学生は４

８６グラムという超低体重で出生していま

す。本学の自治委員会である学友会、いわ

ゆる生徒会みたいなものですが、代表をし

ている学生です。産後すぐからのケアやリ

ハビリテーションにより、知的な遅れもな

くきちんと育った学生です。２番目と３番

目の登壇者の学生は、今１年生です。特別

支援学校出身です。堀切駅はバリアフリー

化されていませんが、二人とも頑張って大

学に通っくれて、私も入学の頃からずっと

応援しています。４番目の学生もすごく頑

張ってくれています。４人の今後の成長が

楽しみです。 

小児リハ学会は、来年度は旭川で開催さ

れることが決まっています。全国の小児科

医とか整形外科医とか作業療法とか理学療

法とか心理職の人が入っている医学系の学

会で、足立区で開催したことは大変意義の

あることだなと思っています。今月の半ば

からは、オンデマンド配信も始まります。

これから多くのドクターたちが見てくれる

のではないかと思います。 

【司会】 

今年度は横の連携ということをテーマに

取り組んでいます。第１回の中で特に、ど

こにもつながっていない家庭、保健センタ

ーでいえば健診の未受診者、保護者の方で

少し発達の課題があるなど、それぞれの機

関、それぞれの立場で、そうしたケースに
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遭遇する機会があると思います。そういう

ことに気づいたらこうしていますとか、こ

ういう難しい事例がありましたというよう

なことをご報告いただく中で、じゃあ足り

ないところはどこだろう。今後こども部会

として、こんな所がこんなことしてくれる

といいなというようなところに先々つなげ

ていきたいと思いますので、ご自身の経

験、お立場で結構ですのでお話しいただき

たいと思います。 

私どもですと４歳くらいになって発達の

様子が心配ということでこども支援センタ

ーげんきからご紹介されて、お見えになっ

て、その時点で幼稚園や保育園にもまだ通

っていない、在宅という方も中にはいらっ

しゃいます。幼稚園に入るにも、ある程度

「ことばが話せるようになってからと思っ

て、様子を見ていましたが、もう４歳にな

ってしまいました。」といったケースも年

に数件あります。 

それぞれの立場で、お子さんや保護者の

方と接する機会があると思いますので、こ

ういう機関につないでいます、あるいは、

つなごうと思ったけれど、つなぐ先が見当

たらなくって、こういうところがあったら

いいのにというお話でも結構です。皆さん

からちょうだいできたらと思います。皆さ

んから出された内容をもとに第３回の検討

をすすめられたらなと思っています。 

【小谷部会長】 

逆に「いつ」をきっかけにして相談、こ

どもの発達に課題があるとわかったときに

どういったタイミングで相談に行くか伺い

たいと思います。保護者の立場とか周りの

方の意見をうかがいたいなと思います。 

【榮委員】 

子どもの障がいを、受け入れたくないか

ら相談に行かない。相手が強引であったゆ

えに行くことができた。自分の行動範囲の

中には障がい児はいないのかなと思ってい

たが、集まりに行ってみると「あ、こんな

にいる」と気づいて安心感を持つことがで

きました。 

【小谷部会長】 

今サポートする立場になったら、お母さ

ん方の見え方というか、ここで強く言った

方がいいとか、そういうことを経験として

考えながら対応されているのですか？ 

【川松委員】 

特別支援学校で周りの保護者さんとかも

見てきて思うことですが、そもそも自分の

ことも１００％受容することはできない。

自分が何％くらい障がい受容するのかは、

その人の自由というか誰にもどうにもでき

ないというところがすごくあります。ペア

レントメンターとして特別支援教室の先生

とお話しするときに、すごく困った子を抱

えている先生がいて、実際に困っている子

がいて、親御さんがその子の障がいを認め

て医療につながれば、自分がとても楽にな

るのではないかと感じ、話をしてくる先生

がいます。「どうやって障がいに気づきま

したか」、「どうやって障がいを受容しま

したか」と聞いてくる先生がすごくいま

す。そういう時に、障がい受容ってその親

御さんにとって、自由なものというふうに

私は感じていますから、指導される方は、

できる範囲でそこの環境を整えるのが良い

のではないかという話をするようにしてい

ます。 

つなぐという話でいえば、げんきにペア

レントメンター事業が入ったので、発達相
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談に大体はつながっている人が来ますが、

まだつながれないのだったらありますよと

紹介することもあります。 

【小谷部会長】 

幼稚園の方ではいかがですか？ 

【寺山委員】 

療育に通っていると幼稚園には通えませ

んということが多いので、つながっていな

い方が来ます。今は大体どこの園でも 2歳

児保育をやっていたり、2歳児の親子教室

をやっていたりします。その段階で言葉が

出ないという子もいます。2歳児では喋れ

ない子も沢山いますし、それだけで障がい

のある子だとは思いません。 

私たちは専門家ではないので、「ご心配

でしたら」ということで、こども支援セン

ターげんきへの紹介をしています。 

幼稚園に入りたい人は、障がいがあった

としても、とてもとても認められないとい

う人が多いです。集団生活を送るという面

に関しては、障がいがあろうとなかろう

と、みんな一緒にできます。あしすとに行

った方が、個別が受けられるので、幼稚園

での集団とうまく組み合わせて利用しても

らうのがよいと思っています。 

幼稚園としても、入園する以前に０.１.

２歳児を中心に赤ちゃん広場みたいなとこ

ろをひらいているので、そこに来ていただ

いて、インクルーシブな考えというか、障

がいのあるなしが問題ではなくて、どんな

子でも幸せに育っていくためには、いろい

ろなやり方があるということを小さい時期

から発信していきたいなというのが私たち

の考えです。幼稚園もこれからそういうの

が必要になって来るのではないかと思って

います。 

あと、つながっていないお子さんとか保

護者っていうのは、障がいを持っていると

かではなくても、私共の卒業生でも小学校

で不登校になるお子さんが多くいます。 

【小谷部会長】 

幼稚園には行けていたけど、小学校にな

ってからいけなくなった子ですね。 

【寺山委員】 

そうです。それでご相談に見える方も多

くて、私共の幼稚園でも空き教室があるの

で、居場所作りとして自習室にするという

ことを試験的に行っています。不登校の子

ですが、不登校から引きこもりになってい

ってしまうので、そこで誰に相談したらよ

いかわからなくなってしまう人がいます。 

結構増えてきているので、不登校からの

引きこもりのお子さんたちをどこにつなげ

ていったらよいのかなと思います。 

【小谷部会長】 

区の方はどのようなご対応を考えている

のでしょうか。ちょうど今、当事者の方と

小学校に送り出した後のことが話題となり

ましたがいかがでしょうか。 

【司会】 

はい、私も教育を離れてしまってから少

し時間が経ってしまうのですが私はあしす

とに来る前は、教育相談を担当していまし

た。そこで足立区の不登校のお子さんたち

に接してきました。障がいではないと言っ

ていた不登校に関してですが、アセスメン

トをしてみるとやはり、発達に偏りのある

お子さんもかなり実際にはいらっしゃいま

した。診断がついているということではな

いですけれど、やはり大勢の集団の中で生

きづらさを抱えながら不登校になってい

る。不登校イコール障がいというわけでは
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ないけれども、そういったところのあるお

子さんは多くいたなと思います。 

あとは引きこもりになったときの相談先

について、不登校もいきなりではなく徐々

に不登校になっていくことが多いです。で

きればなり始めたころや、兆候が見られた

ころから早めに相談していただけるといろ

いろな対応を考えることが出来ます。たと

えば足立区ではすべての小中学校にスクー

ルカウンセラーが２名体制で入っていま

す。区から派遣されているスクールカウン

セラーと、都から派遣されているスクール

カウンセラー、それから各校にというわけ

ではないのですが地域を担当しているスク

ールソーシャルワーカーという福祉職も入

っています。不登校の方には様々な背景が

あるかと思いますが、例えば家庭の要因、

ヤングケアラーと呼ばれますが、昔は 7～

８人のきょうだいがいて、赤ちゃんのお世

話をするために中学生のお姉ちゃんが学校

を休んでいたというような事例がありまし

た。そういったところにスクールソーシャ

ルワーカーが入っていって福祉的な支援を

提供することもあります。 

また、教育相談という部門では、保護者

の方のご相談にのることが出来ますし、家

庭訪問したり、チャレンジ学級という不登

校のお子さんが通って来ることが出来たり

する区立のフリースクールのようなものも

あります。 

三幸学園がやっている千寿第五小跡地に

できた“学びの多様な学校”東京みらい中

学も４月からオープンしました。また、全

部の中学校かどうかはわかりませんが、

「スクール サポート ルーム」という学

校の中で別室登校ができるというようなこ

とを始めています。 

かなりいろいろな手立てはあります。た

だ最初の相談先というのが悩まれるところ

だと思うので、まずはお子さんをいきなり

連れてきてくださいというのでは、ハード

ルが高くなってしまうので、保護者の方だ

けでもスクールカウンセラーでもいいし、

げんきの教育相談でもいいし、そこからつ

ながっていくこともできると思います。 

やっている側としては、いろいろ PRし

ているつもりですけど、そういった情報

が、届きにくいご家庭や保護者の方もいま

す。 

学校を休んでしまうと、学校経由で配っ

たプリントというのは、絶対に行きませ

ん。例えば「困ったときはここに相談して

くださいなんていうカードは届かないわけ

です。そういった人に、そういったもの

が、届くような仕組みが必要なのではない

かと、今話しながら思いました。 

【寺山委員】 

仕組みはありますが、それが機能してい

ない。でも実際チャレンジ教室に通ってい

る卒業生はいます。うまく機能するにはど

うしたらよいのか。さっきもおっしゃった

ように学校に行っていないと、情報を得る

こともできない。でも本当に避けては通れ

ないような状況になっている。仕組みはあ

るので、それをどのように知らしめていけ

ば良いのかが課題となりますね。 

ちょっと近年コロナがあったことから 

それが顕著になり、気になっています。 

【小谷部会長】 

特別支援学校に不登校ってありますか。 
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【古里委員】 

沢山ではありませんが、います。小学校

の時は嫌だけど頑張ってきていて、中学生

になってお家で暴れるようになってしまっ

た場合とか、音が苦手で、特別支援学校で

は配慮しているのですが、集団の中で教育

ということになると、対応が難しいことも

あります。場面によっては個別対応します

が、いつも個別というわけにはいきませ

ん。中学部になると作業の時間も出てきま

す。作業は嫌いでなくても、いろんな場面

を経験するうちに苦手が多くなってしまっ

て、お家から出られなくなってしまう例も

ありました。私たちも家庭訪問して支援し

ようとしましたが、身体が大きくなったこ

とで、お母さんが家から出せなくなってし

まって、私たちが行って働きかけても応じ

てくれないような難しいケースもありま

す。 

特別支援学校も一生懸命個別対応を含

め、やろうとしていますが、完璧かという

と、なかなかそうはいかない現実もありま

す。 

【小谷部会長】 

民生委員の方の立場からすると、いかが

でしょうか？ 大人になってから家に引き

こもっているというケースいますけど。 

【相澤政子委員】 

いますけどそういうのは入り込めないで

す。障がいを持っている方は、気圧の変化

で機嫌が悪くなったりします。温度調整と

かも難しかったりするので、朝から調子悪

い子はママがバスに乗れないからっていう

ので送り迎えする方もいますし。 

どこまで手を出していいのかっていうの

は、私たちは次の段階につなげるだけのサ

ポートしかできませんので、それ以上入り

込めません。 

保護者の方には、自分の気晴らしをしな

さいって言っています。それじゃないと自

分も共倒れしちゃうし、自分はしっかりし

なさいって、楽しむことは楽しみなさいっ

て、それは必ず言っています。 

閉じこもっているのでは家族みんながだ

めになってしまう。いつもお母さんは明る

くて元気でいなければいけないから、それ

だけ心掛けていてと、いつも言っていま

す。 

一緒になって暗くなることもないですし

その子どもの個性と言っても、性格もあり

ます。声を掛けますし、誘い出したりもし

ます。それ以上は各家庭ですね。大学を出

てから社会が壁となる方もいる。その子ど

も自身が一番悩んでいると思います。 

【小谷部会長】 

民生委員さんは大変なお仕事ですね。地

域の方のお役に立つためにと日々回ってい

らっしゃいます。保健センターではいかが

ですか。 

【傅野オブザーバー】 

妊娠届が出ます。スマイルママ面接をし

ます。赤ちゃんが生まれます。赤ちゃん訪

問をします。健診で実際にお会いするのは

３～４カ月健診、１才６カ月健診、３歳児

健診があります。地域では、０歳児の教室

をやっています。保健センターでいろいろ

な教室をやっていますということで、あら

ゆる機会にお会いする機会があって、健診

ですと９０％以上１００％に近い方にお会

いできるので、そこでアプローチできると

いうことはあります。 
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先ほど保護者の方というところで、１歳

６カ月健診でちょっとゆっくりめですねと

か、発見されることが多いと言われていま

したが、１歳６カ月健診はやはり歩けてい

るとか意味ある言葉が言えているとか、理

解をしているかとか、指さしは出ているか

とか、確認する場面があるのですが保護者

の方がうちの子は明らかに遅れていると思

っていたリとか、発達が気になるっている

方だといいのですが、そういうことを言う

ことで傷つけてしまうというところがあり

ます。私も「傷つけられた」と言われて、

私としてはそういう意図はなかったけれ

ど、おかあさんが傷ついたというところ

で、なかなかどう言っていいかということ

は難しいところです。言葉というのは個人

差もあるのでという伝え方はしています。

次の検診は３歳児健診になりますので、そ

れまでの時間が空きすぎているので、こち

らの方としては保護者の方に合わせてアプ

ローチしています。心配な方についてはこ

ども支援センターげんきから発達支援の職

員が来ているので、そこにつなげるという

ことをしています。結構、１歳６カ月健診

でどう伝えるかっていうのは、こちらもド

キドキしながらやっているところです。 

３歳児くらいになると、幼稚園とか保育

園から心配なので、健診の時に確認をお願

いしますという電話が入ります。相談して

くるように保護者に行っておいてくれれば

よいのですが、それが保護者に伝わってい

なくて、内緒でお願いしますと言われてし

まうと、内緒って言われても保護者が心配

していればよいが、心配ありませんとなっ

てしまうと、それ以上踏み込めないという

ことになってしまう。そうすると集団の場

で見てくれている先生から言ってもらった

方が、うまくいくと思うときもあります。 

学校というところで不登校という話が出

ました、不登校のお子さんにきょうだいが

いたりすることもあって、保育園・幼稚園

からその情報が入ることもあります。虐待

とか不登校ということで、家庭環境の問題

があったりすると、児童相談所とかこども

家庭相談課から連絡が入ったり、あと福祉

事務所の担当の方もいらっしゃるので、い

ろいろな機関が集まって知恵を出しあって

どんなふうに関わっていったらいいか、ど

この機関がどういった役割を担うといいの

かという相談はしているところです。 

【小谷部会長】 

保育園ではいかがですか。園の先生の方

がよく気付くということもあると思いま

す。 

【石原委員】 

うちは産休明けからやっているので、保

健師さんとの連携は行っています。 

区立保育園は支援のお子さんを、どこの

園でも受け入れていますので、板橋医療セ

ンターとかそういうところに障がいで通っ

ていました、いざ足立区の保育園に行きた

いですとなったときには、関係部署が集ま

って、その子のカンファレンスを実施して

います。 

うちの園を希望しているということであ

れば、私も行って話を聞いて、じゃあその

子の受け入れをしましょうと話します。や

はり地域で受け入れていくというのが、基

本になります。そのお母さんが、保育園に

行きたいですということになれば、保育園

で受け入れていきましょうということでつ

ながっているということになります。 
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１歳半健診を受け、「経過観察しましょ

うね」という言葉は、経過観察って言われ

たのだから、絶対何かあるはずだなと、保

育園としては思うわけですが、でもこの子

が入ってきたいって言ってきてくれたから

いいと考えます。入らないでまま５歳児に

なり、それでも入らない。３歳児検診で

「保育園に行った方がいいよ」「幼稚園行

った方がいいよ」と言われて、「いや、行

かなくてもうちはいいです」ってなった

ら、ほんとにつながることができないです

よね。そういう子が近くにいますよという

ことになれば、保育園で「〇〇広場やって

いますよ」「子育て相談やっていますよ」

と、サービスを拡げ、アピールしています

が、お母さんが気づいてつかんでいかない

と、なかなかつながらない。学校へ行く段

階になってはじめて「この子どうしていた

のですか」と、就学時健康診断の時に発見

されるというようなことにならないよう

に、どうしていこうかと考えています。 

どこかに行きたいとか、サロンに行きた

いとか、つながろうとしているお母さんの

子どもだったらいいけど、つながろうとし

ない。 

ＤＶとかを受けて逃げているお母さんと

かは、どっかにつながったら見つかっちゃ

う。病院に行っただけで見つかっちゃう。

何か買い物で通販使ったら見つかっちゃう

っていうことを恐れて、つながらない。 

私たちは何とかしてつながってほしいっ

ていろんな手立てをしますが、こうした親

子を発見するということのほうが大事だな

と思ったりします。 

誰とつながって、誰が見つけていくのか

と考えると、やはり保健センターの１歳半

健診・３歳児健診を受けていない人をどう

つなげていくのかということ、学区内の区

立保育園が行ってくださいっていうのか 

一緒に行きましょうっていうのか。あだち

っ子歯科検診というのはそういう人たちを

拾い上げていきましょうという事業でもあ

ると思います。そこでも引っかかってこな

いお子さんについて、今回足立区の教育委

員会では、５歳児までどこにもつながって

いない未就園のお子さんを地域別に調べま

した。すると、外国籍の方が多かった。う

ちの学区内には４人いたので、絵本をもっ

て訪問してつないでいこうとしています。

やはり外国籍の方が多いっていうことと、

いつ行ってもいない、絵本はポストに入れ

てきたけど、いただきましたよという返事

も来ない、どこにもつながらない。 

こうした方々に、どうにかして会ってい

くということをしています。夏と秋と２回

訪問して、これから最高６回を上限として

会えるまで訪問を続けるという事業を公立

園の園長が行っています。うちの園では会

えたのは１人だけでした。その人は既につ

ながっていたので、他の３人に対してアプ

ローチをしている。そういう子もつながら

ずに学校へ行ってしまう。訪問はどこかに

つながっているかについて確認をします。

つながっていない場合は、保育園に遊びに

来てねという、マイ保育園というシステム

を紹介します。このシステムは幼稚園や保

育園でやっています。そういう事業は足立

区も考えてやっています。 

つなげるところは、こども支援センター

げんきと、私たちは思っているので、支援

の方はげんきだし、医療の方は病院だし、

園医さんともやっていくし、協力してい
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く。どこかにつなげるということを大事に

しています。なので、どうしてもつながら

ない子をどうするっていうの、が今の課題

かなと思っています。 

【小谷部会長】 

東京都ではどうですか。北療は肢体系で

病院からのつながりということでこれまで

とは話が違うかなと思いますが、いかがで

すか。 

【河野委員】 

医院さんからの紹介が多いですが、保健

センターから来るように言われてきたとい

う方もいらっしゃいます。 

【小谷部会長】 

寝返りを打たないとか立たないというと

ころからくる方が多いですか。生まれつき

とかではなくて、後天的な感じで気づくも

のでしょうか。 

【河野委員】 

発達の段階で遅れていて、お母さん自身

が自分で気づいて連絡してくれる場合もあ

ります。 

通園もやっていますが、外来もやってい

ますので、診てほしい・確認してほしいと

いう電話は保護者から入ります。もっとニ

ーズはあるのではないかと思っています。 

例えば、診察をしてリハビリ理学療法を

やった方がいいのではないかってお話をし

ても、ご家族がまだいいだろうということ

はあります。 

医学的なところで必要なのではないかっ

ていうのを受け止めないとか下の子がいる

から行けませんというケースもあります。 

【相澤まり子委員】 

うちは結構城北分園とのつながりがあり

ます。そこにお母さんたちのネットワーク

がある。ハートぽっぽに通う子には不登校

のお子さんは、現在一人もいない状況では

あります。不登校の事例を紹介することは

できません。話題も少し変わってしまって

申し訳ないのですが、やはり思春期を迎え

る時期になると、きょうだい児の問題を感

じます。お母さんの孤立、身体が大きくな

ってきて他の支援を受けることを考えても

相談支援事業所がどこもあいていない。ハ

ートぽっぽにも相談支援事業所はあるけれ

ども、キャパオーバーで受け入れられな

い。お母さんたちがセルフプランでいろい

ろな情報をつかむというのは難しいこと。

支援を待っていらっしゃる方は大勢いるこ

と。きょうだいを持つお母さんがきょうだ

いを抱え、悩んでいらっしゃる方が多くい

る状況です。 

【佐野オブザーバー】 

私どもの施設は気になるというレベルの

お子さんから支援を受けるレベルと幅広い

方々を対象に活動しています。すでに通っ

ている方もいろいろな思いを持っていらっ

しゃる。それは学校へ行くときに感じられ

る方もいるでしょうし、通い始めた後に感

じられる方もいます。げんきさんとの間で

は、あけぼのの支援を受けたいという方に

ついて話が来ることが多い。保育園から紹

介を受けて見える方も多い。どこにもつな

がらない方というのは、幼稚園にも保育園

にも行っていないということになると、そ

のご家庭の事情もあると思います。 

何か支援やサポートを受けたいと思うこ

とが行動につながると思います。 

【山本委員】 

つながっていないご家庭に、どのように

アプローチしていくかという話もありまし



17 

 

たが、いろいろ働きかけられて、行ってみ

たら同じ境遇の人に出会えたというそうい

うこともありますから、そういうことでつ

ながっていける人は、何かしら働きかけを

すればよいのでしょうけど、つながりを望

まない方とかの方が難しいというか、虐待

を含めたリスクが高いのかなと思いますと 

どう立ち入ったらよいか、立ち入り調査を

含めて最悪のことも考えてやらなければい

けないのかなと思いました。今日準備して

こなかったのですが、児童福祉法がこの４

月に改正されて立ち入り調査の要件につい

て書かれていたので、今後参照していきた

いと考えます。 

休憩前のテーマになりますが、部会長が

足立区のおかげでいろいろ活動できるとお

っしゃってくださいました。大学のおかげ

で足立区も活気づいているということをぜ

ひ申し上げたい。 

【小谷部会長】 

ありがとうございます。若い人が増えた

ということは大きいですね。うちの大学だ

けでも２，０００人くらいいますし、電機

大はもっといます。帝京科学大も増えて北

千住の街の昼間の年齢層がこれまでとは全

然違うようになりました。 

【山本委員】 

学生さんたちが街を変えていますね。未

来大さんとお菓子の開発もされています 

ね。 

【小谷部会長】 

今後は肢体不自由の子たちにも来ていた

だけるよう働きかけています。 

【山本委員】 

足立区の小学生たちも大学ってこういう

ところだというイメージも持ちやすくなり

ます。ちょっと進路にも関わってくるので

はないかなと思っています。 

【小谷部会長】 

電機大と、今度はこどもたち向けの講座

もやろうということも話しています。さら

に大学同士の連携も深めていこうかなと思

っています。 

では事務局にお渡しします。 

【司会】 

今日は部会が始まる前からランチ・見

学・部会の会議ということでご参加いただ

きありがとうございました。なかなかこう

いう機会でないと、大学の実情であった

り、実際に学生と触れ合うことだったりと

いった経験はできなかったと思いますの

で、こうした機会を設けていただいた小谷

先生ありがとうございました。 

こども部会は年３回を予定しておりまし

て、次回第３回目はご案内のように都立花

畑学園での開催を予定しております。時期

につきましては１月か２月ごろに日程を調

整しまして決まりましたら皆さんにお伝え

しますので次回もまた是非ご参加くださ

い。あしすとの方からひとつ PRなのです

が１１月の下旬から１２月にかけて障がい

者週間記念事業というのがあります。 

皆様お運びいただけたらと思います。 

 


